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広島県公立大学法人 叡啓大学

学長・教授 有信 睦弘
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叡啓大学の概要

大学の特色・教育方針等について



益々混沌化する国際社会と日本の未来
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経済の主役も変わる！

無形資産が経済を支配する!!

知的資産: 特許、商標、著作権、ノウハウなど
人的資産: 資格、スキル、知識、人脈、フォロ

ワー数など
インフラストラクチャ資産: 企業文化、経営管理

プロセスなど
のれん: 買収した企業のブランド認知度や顧客リ

ストなど

amazon
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義務教育修了段階では日本の子供達のポテンシャルは高い !?

Competencyが重要！！

PISA2022

あまり相関がない？

AIやロボット
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Workplace skills
職場スキル

ビジネススキル

領域知識

デジタルスキル

・異文化間の視点

・分析的推論

・批判的思考

・コミュニケーション

・ビジネスプロセス

・デシジョン

メーキング

・オペレーション

マネジメント

・プロジェクトマネジメント

・可視化

・生物学

・認知科学

・経済学

・物理学

・社会学

・AI／データサイエンス

とアナリティクス

・情報セキュリティ

・ビッグデータ／

データマネジメント

・ソフトウェア開発

・プログラミング

求められているのはスキル？
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叡啓大学 (えいけいだいがく)
EIKEI UNIVERSITY OF HIROSHIMA

学部名
ソーシャルシステムデザイン学部
Department of Social System Design

学科名
ソーシャルシステムデザイン学科
Social System Design Course

所在地 広島市中区幟町1-5（広島駅から徒歩10分程度）

定員 入学定員：100人（収容定員：400人）

学長 有信 睦弘

副学長／
学部長

石川 雅紀
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自らが将来のありうべき社会像を創ること

⇒社会の様々な仕組みを理解した上で、自ら課題を発見、解決策を導き
出し、新たな価値の創出を通じて、社会をより良く変容させることので
きる人材を育成

この理念を実現していくためには…

「先見性」を持って本質的な課題を発見し、「戦略性」をもって解決策
を立案した上で、自らリーダーとしてやり抜く「実行力」が求められる。
また、このプロセスを進めるには、高い志を持ち学び続ける「自己研鑽
力」と、多様性を尊重し協働する「グローバル・コラボレーション力」
が必要となる。

ソーシャルシステムデザインの理念
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社会的価値の創出によるSDGs到達

社会的価値の創出

SDGsの到達
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アドミッション・ポリシー

求める学生像
国内外の様々な文化、歴史、社会や国際関係に強い関心と探究
心があり、他者と積極的にコミュニケーションを行いながら学
ぶ意欲がある者
将来を見据え、目的意識を持って学修に取り組み、自らの能力
の向上を目指す者
高校までの学習で基本的な学力を身に付け、幅広い視野を持っ
て自ら先頭に立ち、他者を巻き込んで様々な課題に取り組み、
社会に貢献しようと考えている者

叡啓大学は、先行き不透明な社会経済情勢の中で、地域社会
や世界に貢献する高い志を持ち、解のない課題に果敢にチャ
レンジし、粘り強く新しい時代を切り開いていく人材の育成
を目指します。そのために、次のような資質・能力・意欲を
持った学生を広く国内外から受け入れます。



11

修
得

リベラルアーツ
科目

SDGsを意識した上で、人・社会・自然に関

する幅広い専門分野の知識を学際的に学修
⇒ウィンドウの設定

基本
ツール
科目

ICT・データ

サイエンス
実社会における課題に対し、統合的な解決
策を戦略的に立案するために必要となる基
本的なスキルを養う思考系

実践英語
英語で授業を履修できるレベルの実践的な
英語力の修得を目標として、１年次の上半
期に「英語集中プログラム」を実施する

実
践

体験・実践
プログラム

企業や国際機関等と提携し、海外を含む複
数回のプログラム（留学、インターンシッ
プ、ボランティア活動等）に取り組む

課題解
決演習
科目

課題解決演習
（PBL）

企業等の多様な主体と連携し、実践的な課
題発見・解決演習に取り組む

卒業
プロジェクト

学生自らが課題を設定し、解決策を立案す
る卒業プロジェクトに取り組む

カリキュラムの全体構成 (カリキュラム・ポリシーから)
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下記コンピテンシー（資質・能力）を身に付けたと
認められるものに学位を授与

グローバル・
コラボレーション

力

個人や社会の多様性を尊重し、外国語能力やコミュニケー
ション力を駆使して、異なる文化・価値観等を有する他者
とも相互に信頼関係を構築し、協働する力

先見性
幅広い教養を基盤とする複眼的・多角的な視野を養い、
グローバルな視点から将来を見通し、概念的思考力などを
用いて、社会の変化がもたらす本質的な課題を発見する力

戦略性
デジタルリテラシーを基盤に、探究心を持って新しい情報
や知識の収集・調査・分析を行い、論理的思考力などを
用いて、統合的な解決策を戦略的に立案する力

実行力
リーダーシップを持って何事にも主体的・積極的にチャレ
ンジし、困難に直面してもあきらめずに最後までやり抜く
ことを通じて、物事を実行する力

自己
研鑽力

高い志と倫理観を持ち、生涯にわたって学び続ける姿勢を
通じて、自己を高める力

卒業認定・学位授与方針 (ディプロマ・ポリシー)
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広島県公立大学法人 叡啓大学

副学長・学部長・特任教授 石川 雅紀
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叡啓大学の特徴

特色ある学部・学科での教育内容
入学者選抜、卒業後の進路等について



学部はひとつ
ソーシャルシステムデザイン学部

ソーシャルシステムデザインとは
社会で問いを設定し、解答を自ら探求するための方法論

「木を見て森も見る」力
個(要素)を大切にし、

同時に全体で
美しいものを創る力
“鳥の眼・虫の眼”

をともに持つ

ありたい未来の
企画・立案力

また、実行できる
実践力

実現したい未来予想図を
自ら設計

複雑な社会課題を解決し、新しい価値を創る
14



修得と実践のサイクルⅠ
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４年間のカリキュラム体系
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求める学生像（アドミッションポリシー）

 国内外の様々な文化、歴史、社会や国際関係に強い関心と探究心があり、他者と
積極的にコミュニケーションを行いながら学ぶ意欲がある者

 将来を見据え、目的意識を持って学修に取り組み、自らの能力の向上を目指す者
 高校までの学習で基本的な学力を身に付け、幅広い視野を持って自ら先頭に立ち

他者を巻き込んで様々な課題に取り組み、社会に貢献しようと考えている者

入学者定員：１1０名※2027年度から / １学年

入学時期 選抜区分 募集人員

春入学（４月入学）

総合型選抜
専願枠 20名

併願枠（※１） 30名

学校推薦型選抜 15名

一般選抜 15名

秋入学（９月入学） 留学生選抜 （※２） 30名

総合型選抜に重点
第１次選考
活動報告書や調査書等による
書類選考
第２次選考
グループディスカッションや面接
による選抜
高等学校等までの教育課程で
習得した知識・技能と併せて、
コミュニケーションや探究活動、
学びや課外活動に対する姿勢
などを多面的・総合的に評価

（※１） 留学生選抜（春入学）を含む。 （※２） 総合型選抜（秋入学）を含む。
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入学者選抜の枠組み （2026年度入試～）
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入学時期 選抜区分 募集人員
英語力の
出願要件

春入学
（４月入学）

総合型選抜（専願枠） 20名

CEFR B１
相当以上

総合型選抜・留学生選抜
（併願枠）

30名

学校推薦型選抜 15名

一般選抜 15名

秋入学
（９月入学）

留学生選抜・総合型選抜 30名
CEFR B２
相当以上

総合型選抜（専願枠）
叡啓大学への進学を強く希望
する方を対象として設定。

叡啓大学での学びにつながる、
高等学校までの学びや活動等を
行ってきた方を広く受け入れます。

【例えば・・・】

高等学校までの次のような活動に、
意欲的に取り組んだ経験

・ 学習や課外活動
・ 各種コンクール
・ 地域での活動
・ 探究学習
・ プロジェクト学習
・ 留学等の海外での経験
・ 国際バカロレア課程での学び

・ 英語や他の言語の習得

受験生のみなさんが、これまでに
力を入れてきたことを、
総合的に評価します。

募集人員
春入学（2026年度入試～）※今年度の変更はなし
総合型選抜（併願可能枠） ５０名 → 専願枠20名・併願枠30名に

学校推薦型選抜 ２０名 → 15名 に

一般選抜 １０名 → 15名 に

秋入学 （2027年度入試から）

留学生選抜・総合型選抜（秋入学） 20名→30名に変更
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2027（令和9）年度入学者選抜の概要

選抜区分
【募集人員】

主な提出書類

選抜方法 出願期間
第一次
選考結果
通知日

第二次
選考
実施日

合格
発表

志
望
理
由
書

活
動
報
告
書

調
査
書

ま
た
は

成
績
証
明
書

小
論
文

推
薦
書

履
歴
書

春
入
学

総合型選抜
（専願枠）
【２０名】

○ ○ ○ -

【第一次選考】
原則実施しない

※志願倍率が2.0倍以上で、
実施する場合あり。

【第二次選考】
面接
グループディスカッション

R8.9.1
(火)
～9.7
(月)

R8.10.2
(金)

※実施の場合

R8.10.17
(土）

R8.11.1
(日)

総合型選抜
（併願枠）／
留学生選抜
（春入学）
【３０名】

○ ○ ○ ○

留

〇

【第一次選考】
書類選考

【第二次選考】
面接
グループディスカッション

R8.10.26
(月)

～11.4
(水) R8.11.27

(金)

※学校推薦は
実施の場合

R8.12.7
(月）

～12.8（火）の
いずれか１日

R8.12.18
(金)

学校推薦型選抜
【１５名】

※広島県内のみ
○ ○ ○

【第一次選考】
原則実施しない

※志願倍率が2.0倍以上で、
実施する場合あり。

【第二次選考（対面）】
面接
グループディスカッション

R8.11.1
(日)

～11.6
(金)

R8.12.10
(木）

～12.11（金）
のいずれか１日

一般選抜
【１５名】

○ ○

【第一次選考】
書類選考

大学入学共通テスト
【第二次選考】
面接

R9.1.25
(月)
～2.3
(水)

R9.2.19
(金)

R9.3.4
(木)

R9.3.12
(金)

秋
入
学

留学生選抜
総合型選抜
【30名】

第１回
○ ○ ○ ○ ○ ○

【第一次選考】
書類選考

【第二次選考】
面接

R9.10.12
(月)

～10.19
(月)

R8.11.27
(金)

R8.12.10
(木）

～12.11（金）
のいずれか１日

R8.12.18
(金)

R9.1.20
(水)

～1.29
(金)

R9.2.19
(金)

R9.3.4
(木）

～3.5（金）の
いずれか１日

R9.3.12
(金)

第2回



2026年度入学者選抜状況（春入学）
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受験生情報サイトに
掲載しています！

選抜区分
募集人員

（A）
志願者数

（B）
志願倍率
（B/A）

合格者数
（C）

合格倍率
（B/C）

入学者数

総合型選抜
（専願枠）

20 81 4.1 22 3.7 22

総合型選抜
（併願枠）

30 

81 

3.1 

38 

2.2 

24 

留学生選抜
（春入学）

11 4 3

学校推薦型選
抜

15 33 2.2 18 1.8 18 

一般選抜 15 36 2.4 25 1.4 17

計 80 242 3.0 107 2.3 84 



授業とキャリア教育の一体化

叡啓大学は授業とキャリア教育がシームレスであることが特長です。

本質的な課題を見出す学び

叡啓大学の学生は、実社会の課題を
扱うPBLや企業連携プロジェクトを
通じて、本質的な課題を見出し、解
決に向けた知識とスキルを身につけ
ています。こうした力は、社会や企
業の中で自ら学び、考え、行動する
姿勢として高く評価されています。

アントレプレナーシップ育成

起業を目指す学生は、在学中から
具体的なビジネスモデルを構築し、
卒業時にはすぐに新規ビジネスを
立ち上げられる実践力を身につけて
います。アントレプレナーシップを
育む環境が整っています。

授業とキャリア教育の一体化がもたらす効果
実務に直結した実践的スキルの習得 学びの目的意識が明確になる

企業や社会が求める能力の早期習得 自分の将来と学びの関連性を常に意識

21



2026年3月卒業生の就職状況
修得と実践の「学びのスパイラル」を反映した多様な進路が実現！
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ご清聴ありがとうございました
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